
したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま
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題表月載掲

巌　樫富科学工学化質物　校学門専等高業工川旭⑤ 編門入」理管質品「のめたのりくづのも号月1

1月号
森を知り，木を知り，建築に活かす
森林・建築セミナー開催報告－2019道東編－

衣神 村中場験試産林　研総道

忠 原門部学工理系学科然自部究研育教　学大知高～らか点観の策対化状液～材木と良改盤地号月2

良一謙 藤遠エリトア築建藤遠社会式株－築建造木るくつを街・市都－現実の会社型環循るよに材木号月2

3月号
北海道の木造建築物における蟻害および腐朽害のリスクと
木造建築物等防腐・防蟻・防虫処理技術指針の改訂

前（公社）日本しろあり対策協会

之秀 沢平校学門専等高業工館函発開の橋スラト製木式み畳り折号月4

4月号 レーザーによる厚板切断の試み
レーザーウェーブ
日本ドアコーポレーション株式会社

高柳　春幸
高柳　裕幸

4月号
道産広葉樹の活用に取り組む旭川家具
～林産試験場との意見交換会での話題から～

彦義　原桑合組同協業工具家川旭

一伸　地菊会協及普術技産林道海北）社一（とこたじ感が生学でーナミセ築建・林森号月4

5月号
ひまわりの花びらをイメージした保育所
ー北竜町産カラマツを使い，隈研吾氏が設計ー

北竜町役場
川田　昌宏
吉田　治幸

一伸　地菊会協及普術技産林道海北）社一（たしまれさ置設が所煙喫たい用をツマドト産町尾広号月5

三雄　野佐院究研学農院学大学大道海北とこるかわてべ調を種樹の材木たし土出らか跡遺号月6

6月号
防腐処理木材と共に80年
～新規用途にも取り組む～

敏正　端河社会式株業工材木生麻

7月号
道産木材製品の海外販路拡大の取組
～韓国KOREA BUILD 2019への出展を通して～

北海道水産林務部林務局林業木材課

7月号
白樺の多目的利用をめざして
白樺は，マザーツリーといわれますが，ミラクルツリーです

樹佳　生柳ぷっさ社会限有

行政　﨑原河場験試産林　研総道）報速（たしまれさ得取が定認臣大の壁外造構火防熱断高たい用に装外を材木号月7

8月号
開拓使による洋風建築
ー旧開拓使工業局庁舎を事例にー

世明　木鈴館物博道海北

8月号
都市における木造・木質化の一般化に向けて
～商業建築物を中心に～

関西広域木造建築普及促進協議会
中川　貴美子
竹内　和巳
畑中　直樹

8月号
北海道における木材の安全安心な利用と高付加価値利用への貢献
第28回日本木材学会地域学術振興賞受賞

志裕　津秋場験試産林　研総道

9月号
遠軽町1964オリンピックゆかりの木
～その活用と次世代への橋渡し～

遠軽町1964オリンピックゆかりの木
活用コーディネーター

前田　あやの

9月号
美瑛のカラマツを利用する
～細かな仕様に応える梱包材，そして建築材へ～

彦勝　田瀧材木田滝社会限有

也一　原笠合組同協つまらかいえびう使にルーォウンテーカ・シッサをツマラカ産瑛美号月9

9月号
平均年齢30台の活力ある職場
ー50年サイクルで循環する森をつくる仕事ー

博　沢高合組林森町麻当

一伸　地菊会協及普術技産林道海北）社一（象印るす対に用利材装外内のツマドト号月9

巌　樫富科学工学化質物　校学門専等高業工川旭⑥　編門入」理管質品「のめたのりくづのも号月9

イヘニ社会式株すましトーポサを化造木の物築建模規大中号月01
樋渡　士郎
阿部　啓一

10月号
林業成長産業化地域創出モデル事業の取組について
～北海道網走西部流域地域の事例～

北海道上川総合振興局産業振興部林務課

11月号 道産木材と地域の技術で建てる図書館（雄武町図書館「雄図ぴあ」）

11月号
雄武町における公共建築物木造化の考え方
ー町内の全建築事業者が施工可能な構造としての木構造ー

雄武町役場
長谷川　潤
宇野　安久

哉敏　林小合組林森域広牧小苫るめ高を値価の材域地号月11

12月号
カラマツ資源の成熟に対応した木造建築物
－新築木材加工場を例として－

司勝　伊慶合組同協工加材木浜厚

絵代千　口関館術美川旭立道海北館術美」びそあ「と」木「－力魅の木むし楽でトーア号月21

著者

株式会社石本建築事務所 札幌オフィス

土居 修一

今廣　佐和子

佐々木　康郎

長谷川　純



したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま
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★研究の解説・紹介

題表月載掲

人一　関プールグ存保部能性－成組学化の別位部るけおに体実子－分成気香要主のケタツマ産道海北号月1

生佳　川石プールグムテスシ・源資部用利発開のルーツのめたるすくすやし用利を材域地号月2

栄耕　宮西プールグスマオイバ部用利性要必の整調分水のプッチ質木用料燃号月2

史亨　崎山プールグ発開品製部術技）めすすの用利材木（さし優の）ぎき（木樹号月3

治恒　等川部進推携連部本研総道 *介紹の究研験試度年2和令号月4

4月号
人口減少時代における持続可能な森林経営
～資源，施業，利用の視点における北海道の課題～（森林被害編）

泰通　坂八道総研森林研究本部 *

美由真　田津プールグ整調究研部援支業企～りくづ品商るよにボラコのと業企～掘発を力魅のこのき産道号月5

6月号 令和2年（2020年）北海道森づく 史人　西大プールグ携連及普部援支業企ていつに会表発果成究研り

6月号 CLTに適した保存処理方法の開発 かほ久輝　内宮プールグ存保部能性

6月号
改良された水性高分子－イソシアネート系接着剤を用いた
道産CLTの生産性向上の試み

かほ子淳　﨑宮プールグ術技産生部術技

かほ良　井今プールグ境環・造構部能性性密気と性熱断るけおに物築建のげ上仕し現TLC産道号月6

6月号
防腐薬剤処理木材（カラマツ）の耐用年数は何年なの？（第2報）
－耐用年数を任意に設定する手法について－

性能部構造・環境グループ

かほ範善　橋北プールグ発開品製部術技発開のルーツ育木用童児のめたぶ学を用利環循の林森号月6

敦　田山プールグスマオイバ部用利るす燥乾を料燃スマオイバ質木号月7

7月号 木質バイオマス燃料を乾燥する～木チップはどこまで乾くのか？～

かほ亮　山檜プールグ物生微部用利料飼のバンカラシいしいおに牛和毛黒！らぐしっま牛号月7

7月号
環境配慮型の熱処理技術により得られた木質炭化物の性質とその活用
ー陽イオン交換能と炭素隔離・貯留ー

利用部バイオマスグループ

美由真　田津プールグ整調究研部援支業企発開の品食工加たし用活をこのき産道号月7

かほ生盛 次寿宜プールグ物生微部用利法成育速迅の苗根菌ケタツマ号月7

茂和　本松プールグ境環・造構部能性布分質材の内面断の材径大樹葉針産道号月8

亮英　橋土プールグ術技産生部術技ていつに後今と状現の材ち持心ツマドト号月8

了　上村プールグムテスシ・源資部用利ていつにれ割の材伐間ツマゾエカア号月8

子光　山髙プールグ発開品製部術技討検たけ向に止防生発れ割るけおにグンリーロフ質木の館育体号月8

生盛　次寿宜プールグ物生微部用利～発開の術技出作苗根菌～うろくつを山ケタツマに道海北号月8

9月号 Web版「木になるフェスティバル」を開催 史人　西大プールグ携連及普部援支業企すまし

茂和　本松プールグ境環・造構部能性発開の材成集度強高るよにツマラカ産道号月9

術技術技着接るけおに造製のTLC号月9 子淳　﨑宮プールグ術技産生部

良　井今プールグ境環・造構部能性かのるせら腐を物造構外屋がれ割なんど号月01

範満　森部用利ー発開術技・究研たし用活をRCPー！いなはでけだスルイウナロコ型新号月11

也隆　梨高プールグ術技産生部術技はと度強準基のTLC号月11

久輝　内宮プールグ存保部能性能性腐防の材層積板単たし理処で料塗護保材木号月21

12月号
トドマツ圧縮材フローリングの追跡調査経過
南富良野町立幾寅保育所・地域交流スペース

かほ則哲田澤プールグ発開品製部術技

★Q＆A　先月の技術相談から

題表月載掲

陽　田原 プールグスマオイバ部用利ていつに用利のへ床菌の木樹類ギナヤ号月1

之直　田古プールグ術技産生部術技ていつに義定の成構板単のLVLと板合号月2

司久　崎大プールグムテスシ・源資部用利ていつに幅の輪年の木樹号月3

行政　﨑原河プールグ存保部能性ていつに能性火防の壁外たし用使に材装外を材木号月4

子光　山髙プールグ発開品製部術技ていつにグンリーロフの床の園育保号月5

　造彰　山米プールグ物生微部用利発開の品好嗜たし用利をこのき号月01

著者（*以外は全て道総研林産試験場）

著者（全て　道総研林産試験場）

利用部バイオマスグループ

小林　裕昇

西宮　耕栄

本間　千晶



したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま
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★行政の窓

題表月載掲

プールグ成育体業事課材木業林局務林ていつに組取の業事ルデモ保確手い担なた新の業漁林農号月1

2月号 「WOODコレクション（モクコレ）令和元年」で北海道木材・木製品をPR

3月号 「北海道・木育（もくいく）フェスタ2019」実施報告 森林環境局森林活用課木育グループ

プールグ工加通流課材木業林局務林ていつに計統産林用特年03成平号月4

係材木業林課材木業林局務林ていつに策施連関材木の道海北度年2和令号月5

係成育体業事課材木業林局務林ていつに定改の針方本基化械機業林能性高道海北号月6

7月号 新型コロナウィルスの影響を受けた林業者・木材産業者への金融支援

8月号 木造建築ガイドブック「道産木材2020」の発 係進推用利課材木業林局務林ていつに行

9月号 原木及び木材製品の流通に関する見通し調査（令和2年6月実施分）

 係材木業林課材木業林局務林ていつに組取の業林トーマス号月01

係スマオイバ質木課材木業林局務林組取の進促用利ーギルネエスマオイバ質木の道海北号月11

係成育手い担課材木業林局務林ていつに組取の保確手い担たっなと体一が業漁林農号月21

★表紙

題表月載掲

1月号 「CLT晴海プロジェクト」パビリ 史人　西大プールグ携連及普部援支業企区央中都京東　棟ンオ

史人　西大プールグ携連及普部援支業企区東江都京東　場技競操体明有号月2

史人　西大プールグ携連及普部援支業企区宿新都京東　場技競立国新号月3

史人　西大プールグ携連及普部援支業企区宿新都京東　アミレプ杜の苑外宮神ルテホンデーガ井三号月4

史人　西大プールグ携連及普部援支業企区川品都京東　駅座銀越戸号月5

史人　西大プールグ携連及普部援支業企市別江　館流交いあれふ然自号月6

史人　西大プールグ携連及普部援支業企町寄足　ータンセ落集登芽号月7

史人　西大プールグ携連及普部援支業企区谷渋都京東　棟東アエクスルブンラクス谷渋号月8

史人　西大プールグ携連及普部援支業企町川上　モクヌ わかみか雪大号月9

史人　西大プールグ携連及普部援支業企市野良富　野良富スクッニェフ号月01

史人　西大プールグ携連及普部援支業企町武雄　館書図町武雄号月11

史人　西大プールグ携連及普部援支業企市川旭　箱気いなで気が気号月21

★その他

題表月載掲

1月号 巻頭のご挨拶 (一社)北海道林産技術普及協会　会長

泰通　坂八長場　場験試産林つさいあごの頭年号月1

和道　木鈴長場　場験試産林つさいあごの任着号月5

会協及普術技産林道海北）社一（告報会総常通度年0202号月6

部支道海北会協術技工加材木本日）社公（せら知おの催開会習講燥乾材木度年2和令号月7

会協及普術技産林道海北）社一（いさだく用活ごを」業事援支業企員会「号月8

子美久 本松プールグ整調究研部援支業企場験試産林！いさだく用活ごを度制援支術技の場験試産林号月8

・著者の肩書きはウッディエイジ掲載のまま

著者

著者（全て　北海道水産林務部）

著者（道総研林産試験場）

林務局林業木材課利用推進グループ

林務局林業木材課林業金融係

林務局林業木材課林業金融係

高橋　範行


